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今
、
な
ぜ
協
働
が

必
要
な
の
か

最
近
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
の
協
働
に
つ
い
て
は
、
昔
か

ら
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
必
要
な

活
動
で
あ
り
、
人
と
人
を
結
び
つ

け
る
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
経
済
状
況
や
社
会
環
境

の
変
化
に
よ
り
地
域
課
題
は
多
様

化
し
、
国
や
県
、
市
町
村
組
織
の

行
政
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、

全
国
の
皆
さ
ん
が
「
１
日
で
も
早

い
復
旧
復
興
」
の
願
い
か
ら
、
地

震
発
生
直
後
か
ら
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
支
援
活
動
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

そ
し
て
市
民
一
人
ひ
と
り
が
復
興

へ
の
願
い
と
い
う
、
共
通
の
目
的

を
持
つ
こ
と
で
人
と
人
と
が
結
び

つ
き
、
「
協
働
」
の
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
日
頃
の
生
活
が
、
よ

り
暮
ら
し
や
す
く
、
元
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
「
市
民
・
行
政
・
事
業
者
」

が
一
体
と
な
り
、
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
重
要
と
い
え
ま
す
。

そ
の
「
協
働
」
こ
そ
が
、
今
の

甲
州
市
を
つ
く
り
、
そ
し
て
、
次

代
に
つ
な
ぐ
、
元
気
な
甲
州
市
へ

と
導
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
代
へ
つ
な
ぐ

元
気
な
甲
州

ま
　
　
ち

へ
の
道
標

み

ち

し

る

べ

甲
州
市
は
、
地
域
特
性
を
活

か
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
３
月
29
日
、

甲
州
市
市
民
と
の
協
働
に
関
す

る
指
針
策
定
委
員
会
は
、
市
民

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
市
民

と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
む

「
甲
州
市
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
基
本
方
針
・
次
代

へ
つ
な
ぐ
元
気
な
甲
州
（
ま
ち
）

へ
の
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
「
人
を
支

え
る
公
共
の
役
割
を
地
域
全
体

で
担
っ
て
い
こ
う
」
と
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
活
性
化
に
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
手
を
結
ぶ
協

働
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
基
本
方
針
を
策
定
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こ
ん
な
活
動
に
も

協
働
が
関
連

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
で
は
、

教
育
や
子
育
て
、
ま
ち
づ
く
り
、

防
犯
や
防
災
、
医
療
や
福
祉
な
ど
、

人
を
支
え
る
公
共
の
役
割
に
市
民

一
人
ひ
と
り
が
参
加
し
、
地
域
全

体
で
担
っ
て
い
く
と
い
う
新
し
い

価
値
観
を
醸
成
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
協
働
を
進
め
る
担
い

手
を
「
テ
ー
マ
型
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）」

「
地
域
型
（
区
や
公
民
館
な
ど
）
」

「
事
業
者
型
（
企
業
や
組
合
な
ど
）」

に
分
類
し
て
い
ま
す
。

○
テ
ー
マ
型
の
事
例
（
子
育
て
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

す
て
っ
ぷ
・
あ
っ
ぷ
る

市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
就

学
前
の
子
ど
も
や
そ
の
家
族
、
妊

産
婦
の
方
を
対
象
に
講
座
や
相
談

会
、
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
地
域
型
の
事
例
（
ま
ち
づ
く
り)

花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

勝
沼
地
域
の
自
治
公
民
館
18
館

を
中
心
に
組
織
す
る
「
花
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
で
は
、
市

か
ら
の
補
助
金
で
花
の
苗
を
一
括

購
入
し
、
住
民
の
労
力
奉
仕
に
よ

り
、
地
域
内
の
公
園
や
公
共
施
設

に
植
栽
し
て
、
花
の
ま
ち
づ
く
り

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

○
事
業
者
型
の
事
例

（
耕
作
放
棄
地
の
再
生
）

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
市

は
企
業
と
協
働
に
よ
る
森
づ
く
り

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
産
業
の
ひ
と
つ
で

あ
る
果
樹
栽
培
で
は
、
都
市
住
民

の
方
と
の
協
働
に
よ
り
、
耕
作
放

棄
地
の
再
生
な
ど
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
身
近
な

協
働
が
大
切
で
す

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践

は
、
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
連
携
、
そ

し
て
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

協
働
に
取
り
組
む
過
程
や
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
お
互
い

の
信
頼
関
係
や
市
民
と
し
て
の
自

覚
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
積
み
重

ね
が
、
次
代
へ
つ
な
ぐ
元
気
な
甲

州
市
づ
く
り
の
道
標
と
な
り
、
私

た
ち
が
誇
れ
る
魅
力
あ
る
地
域
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
協
働
推
進
室

☎
32
‐
５
５
８
３

策定委員会委員長

日髙 昭夫さん
山梨学院大学教授

法学部長

豊かな自然、歴史と文
化に彩られた果樹園交流
のまち甲州市は、市民一
人ひとりが築きあげるも
のです。

個性を活かした地域づ
くりをめざす「協働」を
通して、新たな甲州市ス
タイルが生まれ、魅力あ
る未来へとつながること
を期待しています。

勝
沼
地
域
の
自
治
公
民
館
で
組
織
す

る
花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

協働を通じて
新たな甲州市スタイルが生まれる

次
代
へ
と
つ
な
ぐ
元
気
な
甲
州(

ま
ち)

へ
の
道
標
と
し
て
基
本
方
針
を
策
定

ＮＰＯ法人 すてっぷ・あっぷる
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１
３
０
年
前
の
面
影
が

残
る
日
本
ワ
イ
ン
の
源

宮
光
園
と
は
、
宮
崎
光
太
郎
が

創
業
し
た
宮
崎
葡
萄
酒
醸
造
所
と

観
光
葡
萄
園
の
総
称
で
す
。

明
治
10
年
（
１
８
７
７
年
）
祝

村
下
岩
崎
（
現
甲
州
市
勝
沼
町
下

岩
崎
）
に
設
立
さ
れ
た
、
日
本
で

初
の
ワ
イ
ン
醸
造
会
社
で
あ
る
大

日
本
山
梨
葡
萄
酒
会
社
が
明
治
19

年
（
１
８
８
６
年
）
に
解
散
し
た

後
、
醸
造
器
具
等
一
切
を
引
き
継

い
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
ワ
イ
ン
造
り

を
学
ん
だ
土
屋
龍
憲
と
と
も
に
操

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

明
治
を
代
表
す
る
養
蚕
建
築
で

あ
る
宮
光
園
は
、
昭
和
初
期
に
洋

風
に
改
修
し
て
い
ま
す
。
１
階
の

畳
敷
き
の
和
空
間
と
、
何
十
本
も

の
柱
と
数
種
類
の
ガ
ラ
ス
を
組
み

合
わ
せ
た
窓
枠
な
ど
洋
風
の
２
階

部
分
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
宮
光
園
と

共
に
過
ご
し
た
人
々
の
声
、
そ
し

て
何
か
懐
か
し
い
ワ
イ
ン
の
香
り

が
漂
い
ま
す
。

館
内
に
は
、
ワ
イ
ン
醸
造
や
皇

族
の
行
啓
、
行
幸
の
様
子
が
わ
か

る
写
真
や
、
観
光
葡
萄
園
に
関
す

る
数
多
く
の
展
示
資
料
は
、
全
国

的
に
も
貴
重
な
財
産
と
し
て
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

１
３
０
年
前
、
欧
州
の
産
業
を

取
り
入
れ
、
世
界
を
目
指
し
、
日

本
の
将
来
を
託
さ
れ
た
宮
光
園
。

地
域
産
業
を
発
展
さ
せ
て
き
た
、

ワ
イ
ン
貯
蔵
庫
や
龍
憲
セ
ラ
ー
な

ど
の
遺
構
は
、
先
人
ら
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

近
代
産
業
遺
産
の
中
核

ぶ
ど
う
畑
が
一
面
に
広
が
る
産

地
に
息
づ
く
宮
光
園
は
、
私
た
ち

が
大
切
に
育
み
、
世
界
を
目
指
し

た
「
１
３
０
年
前
の
想
い
」
が
確

か
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

近
代
産
業
遺
産
の
中
核
と
も
い

え
る
宮
光
園
を
今
後
、
歴
史
と
文

化
を
学
べ
る
観
光
施
設
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
「
地
域
の
宝
」
と

し
て
大
切
に
活
か
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

宮光園の歴史
１８７７　日本初のワイン醸造会社「大日本山梨葡萄

酒会社」（通称：祝村葡萄酒醸造会社）を
設立。同年に、高野正誠と土屋龍憲の２人
をフランスへ派遣した。

１８７９　２人が帰国後、ワイン醸造を開始。当時の
醸造料は約３０石

１８８６　祝村葡萄酒醸造会社が解散。
１８８８　東京に販売拠点「甲斐産商店」を設立。
１８９０　宮崎光太郎、土屋龍憲から独立。
１８９１　宮崎光太郎、醸造責任者となる。
１８９２　宮崎光太郎、自宅に醸造所を設置（宮崎葡

萄酒第１醸造所）宮内省の御用を受ける。
１９００　「宮内省御用達」の商標が許可される。
１９０４　宮崎葡萄酒第二醸造所を建設。
１９１９　東京目白に瓶詰工場を開設。
１９２２　東宮殿下（後の昭和天皇）来訪。
１９２５　閑院宮来訪。
１９２６　若槻礼次郎首相来訪。
１９２７　伏見宮来訪。このほか戦後にかけて多くの

皇族が来訪。
１９４７　天皇皇后両陛下が来訪。
１９６１　オーシャン㈱に社名変更。
１９６２　三楽酒造と合併。三楽オーシャンとなる。
２０１１　近代化産業遺産として宮光園が再生。

畳敷きの和の空間（写真上）
当時の貴重な資料と共に地域文
化が間近で感じるこの出来る２
階スペース（写真中下）

近代産業遺産 宮光園

甲州市近代化遺産「宮光園」

■住　所　勝沼町下岩崎１７４１

■電　話　☎４４‐０４４４

■開　館　午前９時～午後４時３０分
※受付は午後４時まで

■定休日　毎週火曜日
※祝日の場合は翌日。年末年始。
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市
で
は
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
被
災
者

の
皆
さ
ん
と
、
被
災
地
の
１
日
で
も
早
い

復
旧
復
興
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
す
。

住
宅
へ
の
受
け
入
れ
　

■
市
営
住
宅
へ
の
受
け
入
れ

・
提
供
戸
数
　
40
戸

※
定
住
促
進
住
宅
、
赤
尾
・
松
里
各
20
戸

・
入
居
時
期

手
続
き
準
備
が
終
了
次
第
、
入
居
可
能

・
入
居
期
間

１
ヶ
月
～
６
ヶ
月
以
内
（
最
長
１
年)

・
住
宅
使
用
料

原
則
と
し
て
免
除
と
し
ま
す
。

・
光
熱
水
費

原
則
と
し
て
入
居
者
負
担
と
し
ま
す
。

■
民
間
住
宅
等
へ
の
受
け
入
れ

市
へ
情
報
提
供
が
あ
っ
た
、
震
災
被
害

者
向
け
の
民
間
賃
貸
住
宅
等
を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

■
住
宅
等
無
償
提
供
の
お
願
い

所
有
す
る
ア
パ
ー
ト
や
、
留
守
中
の
住

居
な
ど
、
所
有
物
件
を
無
償
で
賃
貸
物
件

と
し
て
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

災
害
支
援
対
策
班
（
建
設
課
）

☎
32
‐
５
０
７
１
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
、
市
役
所

（
日
直
　
☎
32
‐
２
１
１
１
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
支
援
活
動
の
内
容

避
難
家
族
の
方
々
へ
の
日
常
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
（
車
で
の
買
物
、
送
迎
な
ど
）
　

■
申
込
方
法

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
、
避
難
家
族
の
受
け
入
れ
以

降
、
支
援
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

災
害
支
援
対
策
班

（
市
民
生
活
課
　
市
民
協
働
推
進
室)

☎
32
‐
５
５
８
３
　
FAX
32
‐
３
０
７
２

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
、
市
役
所

（
日
直
　
☎
32
‐
２
１
１
１
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る

た
め
の
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

■
活
動
内
容

・
避
難
所
等
で
の
活
動

（
支
援
物
資
や
食
糧
の
配
布
、
避
難
者

へ
の
情
報
伝
達
、
避
難
者
の
身
の
回
り
の

世
話
、
そ
の
他
避
難
所
で
必
要
な
活
動
）

・
支
援
物
資
の
仕
分
け

■
そ
の
他

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
受
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
登
録
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
44
‐
２
６
１
２
　
☎
44
‐
１
３
２
９

義
援
金
の
受
付

■
義
援
金
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
舎
、
勝
沼
・
大
和
地
域
総

合
局
、
市
民
文
化
会
館
、
勝
沼
図
書
館
、

勝
沼
中
央
公
民
館
、
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
、

塩
山
体
育
館
、
甘
草
屋
敷
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
、
天
空
の
湯
、
道
の
駅

「
甲
斐
大
和
」、
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

大
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
塩
寿
荘

■
振
込
み
に
よ
る
義
援
金
受
付
窓
口

（
山
梨
県
共
同
募
金
会
甲
州
市
会
・
市
社

会
福
祉
協
議
会)

・
銀
行
名

山
梨
県
民
信
用
組
合
塩
山
支
店

・
口
座
名
義

共
同
募
金
会
２

（
キ
ョ
ウ
ド
ウ
ボ
キ
ン
カ
イ
２)

・
口
座
種
類
　
普
通

・
口
座
番
号
　
１
１
２
２
１
９
０

こうしゅうpickup
ピックアップ

が
ん
ば
ろ
う
東
北

被
災
地
の
復
旧
復
興
を
願
い

市
民
み
ん
な
で
支
援
し
ま
す

ご支援ありがとうございます

義援金の報告
東日本大震災により、心温まるご支援をいただ
いた義援金の報告をいたします。（４月２１日
現在）

共同募金会　　　　　 ５,２９７,２００円
日本赤十字社　　　　　 ４４９,６３８円
山梨ＹＢＳ厚生文化事業団

２,９７１,６８５円

合　　　計　　　　　   ８,７１８,５２３円

市では東日本大震災により被災・避難され
た方を臨時的に雇用した市内の事業所に人件
費の一部を補助する制度を新設しました。１
名につき月額５０，０００円以上の給与の支
払いに対して２０，０００円を補助します。
◆お問い合わせ先

産業振興課　ワイン・商工担当
1３２‐５０９２

被災・避難された方の雇用
人件費一部補助

pickup
１

6平成23年5月



市
役
所
本
庁
舎
の
地
下
商
業
エ
リ
ア

で
は
、
４
月
か
ら
３
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

■
カ
フ
ェ
・
イ
コ
ー
リ
テ
ィ
ー

数
種
類
の
軽
食
の
ほ
か
、
有
機
栽
培

の
珈
琲
を
楽
し
め
る
。
地
元
食
材
を
使

っ
た
日
替
わ
り
弁
当
は
絶
品
。

・
営
業
時
間
　
月
曜
日
～
土
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
７
時

・
お
問
い
合
わ
せ
先

カ
フ
ェ
・
イ
コ
ー
リ
テ
ィ
ー

☎
０
９
０
‐
８
７
７
０
‐
２
７
０
０

■
タ
ス
ク
マ
ス
タ
ー

交
通
誘
導
や
常
駐
警
備
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
営
業
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

・
お
問
い
合
わ
せ
先

タ
ス
ク
マ
ス
タ
ー

☎
33
‐
８
０
６
８

■
塩
山
補
聴
器
セ
ン
タ
ー

補
聴
器
等
の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

・
営
業
時
間

月
曜
日
～
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
補
聴
器
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
７
９
９

■
幸
英
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス

介
護
用
品
や
福
祉
用
具
販
売
、
レ
ン

タ
ル
、
介
護
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
営
業
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

・
お
問
い
合
わ
せ
先

幸
英
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス

☎
32
‐
１
７
３
４

現
在
、
２
区
画
を
募
集
中
！

市
役
所
本
庁
舎
地
下
商
業
エ
リ
ア
で

営
業
す
る
事
業
者
を
引
き
続
き
募
集
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
２
区
画
（
Ａ
区
画

60
・
４
㎡
、
Ｂ
区
画
52
・
５
㎡
）
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
　
財
産
管
理
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
３
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
役
所
本
庁
舎
　
地
下
商
業
エ
リ
ア

４
月
か
ら
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

来
庁
者
ら
の
利
便
性
の
向
上
へ

pickup
２

大
和
町
の
緑
の
村
（
日
川
渓
谷
レ
ジ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）
と
、
や
ま
と
天
目
山

温
泉
は
４
月
２
日
、
春
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
到
来
に
合
わ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

■
緑
の
村

日
川
渓
谷
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

美
し
い
緑
や
輝
く
よ
う
な
紅
葉
に
縁

の
遠
い
都
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
さ
に

自
然
の
中
の
オ
ア
シ
ス
。
水
車
小
屋
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
甲
州

市
自
慢
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
清
涼
な

水
を
使
っ
た
手
打
ち
蕎
麦
を
味
わ
え
る

天
目
庵
は
、
野
鳥
や
渓
谷
が
呼
び
か
け

て
く
れ
る
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る

施
設
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

緑
の
村
（
日
川
渓
谷
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
）

☎
48
‐
２
４
５
５
　

・
場
　
　
所
　
大
和
町
田
野
３
番
地

・
営
業
時
間
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

※
天
目
庵
は
午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・
定

休

日
　
毎
週
水
曜
日

■
や
ま
と
天
目
山
温
泉

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
で
美
肌
効

果
が
た
っ
ぷ
り
の
高
品
質
の
温
泉
が
魅

力
。
山
々
の
樹
木
に
肌
で
ふ
れ
る
よ
う

な
気
分
は
、
す
っ
か
り
自
然
の
中
に
溶

け
込
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
す
。
日
本
で

も
最
高
級
の
高
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
と
、

山
の
空
気
が
お
い
し
い
露
天
風
呂
は
最

高
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

や
ま
と
天
目
山
温
泉

☎
48
‐
２
０
０
０
　

・
場
　
　
所
　
大
和
町
木
賊
５
１
７
番
地

・
営
業
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

・
定

休

日
　
年
中
無
休

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

緑
の
村
・
日
川
渓
谷
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

や
ま
と
天
目
山
温
泉

pickup
３

伝統の手打ち蕎麦を味わいに天目庵には
全国から多くの方々が訪れています。

喫茶を楽しめるカフェ・
イコーリティー
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「地域に流れる川は、地域に住む私達がきれ
いにしよう」と、毎年４月に、甲州市塩山地域
では河川清掃を行っています。

今年は４月３日に行われ、地元住民や消防団
の皆さんが、早朝から河川敷の除草や散乱ゴミ
の回収などの作業を行い、「なんとトラック７
０台分！」のゴミを集めました。

河川清掃に参加される方々の年代も幅広く、
作業の合間の休憩時間には、年配の方が「昔は
川で遊んだよ」「ザリガニがいたよね」と幼い
頃の思い出を語ると、若者らが「また、子ども
の遊び場になるように、みんなで川をきれいに
しなくちゃ」と会話が弾み、河川清掃を通じて
地域の文化を感じていました。

地域の川は
地域できれいにしよう

美しくあでやかに歩くお稚児さん

全国に名を轟かせた戦国武将・武田信玄公の
命日の４月１２日、菩提寺の恵林寺で信玄公忌
が行われました。「しんげんさん」と地元住民
からも親しまれている信玄公を偲び、同日と１
３日のみ開放される信玄の墓前では、多くの
方々が訪れ手を合わせて供養をしていました。
また、３月１１日の東日本大震災の犠牲者の供
養も併せて、本堂では僧侶の法要、松里中学校
２年の女子生徒が祈りを込めて大和地域伝統の
巫女の舞を初めて披露しました。

信玄公を偲ぶ「巫女の舞」

恵林寺・信玄公忌

早朝から地域のみんなで
協力して河川清掃を行い
ました。

向嶽寺では４月１８日、秋葉神社例祭が行わ
れました。祭りの歴史は古く、室町時代に向嶽
寺が度重なる大火に見舞われたため、元文４年
に静岡の秋葉三尺坊大権現（火防・火伏せの神）
を勘請し境内に祀った事から、毎年４月１８日
に例祭が行われています。同日には、きれいに
お化粧をして、美しくあでやかな衣装を着た、
神さまに奉仕する稚児行列も行われ、頭に乗せ
た冠を気にしながら歩く姿に、参拝客は「かわ
いいね」と見とれていました。

向岳寺・秋葉神社例祭
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「俺達に何ができるのか・・・」。
甲州すけっと隊、隊長の古屋源次さんは、３

月１１日の東日本大震災で影響を受けた被災地
の様子をテレビで見た時に思いました。

体が震えるほどの恐ろしさを感じたと同時に、
「何でもいいから、やろうよ」と地元の仲間に声
をかけて結成したのが「甲州すけっと隊」です。

まずはじめに、市役所の担当者に電話をかけ
て「支援体制はどうなってるの！」と聞き、「避
難されてくる方々に対しての支援に協力してく
れませんか」との返答から、甲州すけっと隊は、
避難家族らをバックアップする内容を考えまし
た。

その後、市の担当者から「テレビや冷蔵庫は
ありますか」との連絡があると、早々に避難家
族に家電を届けるなど支援活動を行いました。

隊長の古屋さんは「どんな状況でも、故郷を

離れる寂しさは、私たちも一緒だよ」と、避難
されてきた方々が、本当に甲州市に来て良かっ
たと思ってくれるような「助け合いの心」で活
動をしています。

また、甲州すけっと隊の呼びかけに市民一人
ひとりが協力してくれる温かい心にも１１名の
隊員は感謝をしていました。

現在、市内では甲州青年会議所など各種団体、
ＮＰＯなど、「がんばろう東北」の願いから様々
な支援活動が行われています。

３月１６日、避難家族の皆さんと市内
を巡るバスツアーを開催しました。（写
真中央が隊長の古屋さん）

助け合いの心で
支援をしています

甲州すけっと隊

「厄年に絆を確かめ合う・・」勝沼町上岩崎、
下岩崎、祝地区に古くから鎮守として大切に守
られてきた氷川神社の春の例祭が４月４日に行
われました。全国的にも貴重といわれる神事は、
午前１０時頃から５時間の間、舞い続けられ、
地域住民により伝承されてきました。クライマ
ックスの餅撒きでは、祝地区出身で４２歳の厄
年を迎える２２人の男性が、段ボール箱いっぱ
いのお餅や袋菓子を一斉に投げ、今年の厄払い
をしました。

地域の伝統文化に多くの方が訪れました

氷川神社・春の例祭

ＶＦ甲府の選手とエスコートキッズ入場

４月２３日、２０１１Ｊ１リーグ「ヴァンフ
ォーレ甲府対ヴィッセル神戸」は甲州市サンク
スデーとして、試合前、両チームに特産フルー
ツの贈呈、また、市内サッカースポーツ少年団、
中学校サッカー部がフェアプレイフラッグ、エ
スコートキッズ、ボールパーソン等を担当し、
甲州市のＰＲや試合運営に協力しました。 

結果は同点でしたが、６０００人を超える観
客は「がんばれヴァンフォーレ」と大きな声援
で会場を盛り上げていました。

甲州市サンクスデー

シリーズ協働を担う ①
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障
害
者
の
方
々
が
、
障
害
を
克
服
し
て

社
会
生
活
を
営
む
助
け
に
な
る
よ
う
に
軽

自
動
車
税
を
免
除
す
る
制
度
で
す
。

■
申
請
期
限

５
月
24
日
（
火
）

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
減
免
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
減
免
区
分

・
本
人
運
転

障
害
者
の
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、

も
っ
ぱ
ら
本
人
が
運
転
す
る
場
合
。

・
家
族
運
転

障
害
者
の
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、

通
勤
、
通
学
、
通
院
等
の
た
め
に
そ
の
障

害
者
の
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
運
転

す
る
場
合
。
な
お
、
福
祉
事
務
所
（
市
役

所
福
祉
介
護
課
）
で
証
明
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
常
時
介
護
者
運
転

障
害
者
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

の
障
害
者
の
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、

も
っ
ぱ
ら
障
害
者
の
方
の
通
勤
、
通
学
、

通
院
等
の
た
め
に
そ
の
障
害
者
の
方
を
常

時
介
護
す
る
方
が
運
転
す
る
場
合
。
な
お
、

福
祉
事
務
所
（
市
役
所
本
庁
舎
福
祉
介
護

課
）
で
証
明
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
手
帳
（
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
療

育
者
、
精
神
障
害
者
）

②
車
検
証
（
車
検
証
が
な
い
場
合
は
標
識

交
付
証
明
書
）

③
運
転
免
許
証
（
家
族
運
転
、
常
時
介
護

者
運
転
の
場
合
は
、
運
転
者
の
免
許
証
）

④
印
鑑

⑤
自
動
車
税
等
に
係
る
減
免
資
格
証
明
書

（
家
族
運
転
、
常
時
介
護
者
運
転
の
場
合
の

み
）。
証
明
書
に
つ
い
て
は
各
手
帳
の
発
行

元
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
注
意

減
免
と
な
る
車
両
は
、
１
人
に
つ
き
１

台
で
す
。
普
通
自
動
車
で
減
免
を
受
け
る

場
合
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
と
の
併
用

も
出
来
ま
せ
ん
。
障
害
の
区
分
等
に
よ
っ

て
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
減
免
の
継
続

前
年
度
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

た
方
で
、
車
両
の
変
更
や
免
許
の
更
新
な

ど
申
請
内
容
に
変
更
が
な
い
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
年
度
申
請
し
て
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

内
線
１
８
５
～
１
８
６

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て

い
る
住
宅
で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
窓
の

改
修
工
事
（
必
須
）
を
含
む
一
定
の
省
エ

ネ
改
修
工
事
を
行
い
、
改
修
工
事
後
に
、

原
則
と
し
て
３
か
月
以
内
に
関
係
書
類
を

添
付
の
上
、
申
告
し
た
場
合
に
は
、
工
事

完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
（
１

２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の
３

分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
、

お
よ
び
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課

資
産
税
担
当
、
ま
た
は
、
勝
沼
・
大
和
地

域
総
合
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当
　

☎
32
‐
２
１
１
１

内
線
１
８
２
・
１
８
３

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て

い
る
住
宅
で
、
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

耐
震
改
修
工
事
を
行
い
、
改
修
工
事
後
に
、

原
則
と
し
て
３
か
月
以
内
に
関
係
書
類
を

添
付
の
上
、
申
告
し
た
場
合
に
は
、
工
事

完
了
時
期
に
応
じ
た
年
度
分
の
固
定
資
産

税
額
（
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま

で
）
の
２
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
、

お
よ
び
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課

資
産
税
担
当
、
ま
た
は
、
勝
沼
・
大
和
地

域
総
合
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当
　

☎
32
‐
２
１
１
１

内
線
１
８
２
・
１
８
３

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

省
エ
ネ
改
修
住
宅
の
固
定
資
産
税

減
額
の
お
知
ら
せ

耐
震
改
修
住
宅
の
固
定
資
産
税
減

額
の
お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
等
の
軽
自
動
車
税
減

免
申
請

窓口延長が
５月から再開します。
本庁舎の窓口延長につきまして

は、５月１１日（水）から従来どお

り再開します。（延長時間は午後７

時１５分まで）

住民票の写し・戸籍証明・印鑑登

録証明書発行などの手続きができま

すので、ご利用ください。

10平成23年5月
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甲州市は市税の徴収を強化しています
山梨県地方税滞納整理推進機構と連携して差押え等の処分を強化しています

悪質な滞納は絶対に許しません！
甲州市では市民サービス等を実施するのに欠かすことの出来な

い貴重な自主財源である市税収入の適正な確保を目的として市税
の収納強化に努めております。

大多数の市民の方には、市税を納期限内に納めていただいてお
りますが、催告にも納付に応じない一部の市民の方に対しまして
は、税負担の公平性を確保するため、やむを得ず法律に基づき強
制的に給与・不動産・預貯金・自動車・生命保険等の財産の差押
えを執行し、その財産をインターネット公売などにより換価し、
滞納税額に充てております。

また、場合によっては職員が滞納者の自宅等を法律に基づき強
制的に捜索し、発見した財産を差押え、搬出することも行ってお
ります。

毎月延滞金納付書を送付しています
市では、法令に基づく市税の延滞金につきましても税負担の公平性の観点から適正な徴収を図っていま

す。延滞金は、滞納されていた本税が納付されますと確定延滞金となり納付義務が発生するため、延滞金
納付書を送付し、この確定延滞金の請求を行っています。

延滞金を発生させないために納期内の納税をお願いいたします。また、支払い忘れ等を防止するため、
口座振替サービス等のご利用をお勧めいたします。

延滞金とは？
納期限までに税金が完納されない場合には、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、税額に次の

割合を乗じて計算した延滞金が発生します。
・納期限の翌日から１ヶ月を経過する日まで　　→　年　４．３パーセント
・１ヶ月を経過した日以降　　　　　　　　　　→　年１４．６パーセント

納期限内に納税できない方は納税相談にお越しください
災害や病気等の事情により、納期限内に全額を納められない場合には、徴収の猶予などの制度がありま

す。生活状況や財産の取得状況などを申告していただき、調査の結果、要件に該当した場合に適用されま
すので、納税困難の方は必ずご相談ください。

コンビニでも納付できますので、ご利用ください。
■取り扱える税金の種類

市・県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税
■必要なもの

納付書　（コンビニ収納用のバーコードが印刷された納付書）
■取り扱いのできる主なコンビニエンスストア

セブンイレブン、ファミリーマート、デイリーストア、ローソン、エー
エム・ピーエム、　エブリワン、ＭＭＫ設置店、くらしハウス、ココス
トア、サークルＫ、サンクス、スリーエフ、生活彩家、セイコーマート
ミニストップ　など　（一部取扱いしていない店舗もあります）

◆納税相談窓口◆
収納課　徴収担当　☎３２‐５０７４（内線１７１、１７２．３７３）

午前８時３０分～午後５時１５分　※窓口延長（毎週水曜日）は、午後７時１５分まで

11 広報こうしゅう
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日
本
政
策
金
融
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
、

今
回
「
移
動
相
談
窓
口
｣
を
甲
州
市
に
お

い
て
初
め
て
開
催
し
ま
す
。
農
業
経
営
の

改
善
や
食
品
企
業
の
設
備
投
資
、
新
規
の

仕
入
先
・
販
売
先
の
開
拓
な
ど
で
お
悩
み

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
優
先
）

■
日
　
時

５
月
24
日
（
火
）
午
後
３
時
～
５
時

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎

２
階
　
第
２
会
議
室

■
対
　
象

農
業
者
、
食
品
企
業
者
（
個
人
経
営
、

法
人
経
営
は
問
い
ま
せ
ん
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
甲
府
支
店

農
林
水
産
事
業

農
業
食
品
課

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
２
１
８
２

農
林
水
産
省
で
は
、
今
年
度
か
ら
環
境
保

全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
業

者
に
対
し
て
直
接
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■
支
援
対
象
者

次
の
①
及
び
②
の
要
件
を
満
た
す
、
販

売
を
目
的
と
し
て
生
産
を
行
う
農
業
者
、

集
落
営
農
（
農
業
者
グ
ル
ー
プ
）。

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ

て
い
る
こ
と

■
支
援
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み

・
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

減
の
取
り
組
み
に
加
え
、
次
の
①
～
③
い

ず
れ
か
を
セ
ッ
ト
で
行
う
取
り
組
み
。

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付
（
５
割
低
減

の
前
後
い
ず
れ
か
に
緑
肥
等
を
作
付
す
る)

②
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
、
ま
た
は
草
生
栽
培

（
麦
類
、
牧
草
等
の
作
付
）

③
冬
期
湛
水
管
理
（
冬
期
間
の
水
田
に
水

を
張
る
）

・
有
機
農
業
の
取
り
組
み
（
化
学
肥
料
、

農
薬
を
使
用
し
な
い
）

■
留
意
事
項

い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
農
業
振
興
地
域

内
の
農
地
が
対
象
。
も
も
、
す
も
も
、
巨

峰
は
特
例
的
に
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農

薬
の
低
減
が
３
割
で
も
可
。

■
支
援
単
価

国
、
県
、
市
を
合
わ
せ
て
10
ア
ー
ル
あ

た
り
８
千
円
で
す
。

■
申
請
方
法

６
月
30
日
ま
で
に
交
付
申
請
書
、
実
施
計

画
書
を
産
業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
、
計
画
書
は
産
業
振
興
課
で
入

手
の
ほ
か
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（h
ttp

://w
w

w
.m

a
ff.g

o
.jp

/j/se
isa

n
/

k
a
n
k
y
o
/h

o
ze

n
_
ty

p
e
/in

d
e
x
.h

tm
l

）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
農
政
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
６
６
１
１

産
業
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

平成23年度
甲州市就農定着支援制度
推進事業・研修生募集
市では就農を希望する方への農業技術の習得等

を支援するため、優れた技術を持つ農業者（アグ
リマスター）の指導の下で、就農に必要な実践的
な技術を習得する長期研修の受講希望者（研修生）
を次のとおり募集します。

■募集期間
5月2日（月）～19日（木）応募書類必着

■研修生の要件
①就農に対し強い意欲を持ち、研修終了後、市内
へ就農することが確実と見込まれる方
②アグリマスターの指導の下での研修が実施でき
る基礎的な知識・技術等を有する方
③アグリマスターの指導に従い、研修を継続でき
ると見込まれる方
④農作業に連続して従事できる体力と健康を有す
る方
⑤中型自動車免許等を有する方（研修開始までに
取得する見込みの者を含む）
⑥研修期間中傷害保険に加入すること

■支援研修の内容
①栽培技術の習得研修
②農業経営管理手法の習得研修
③農作物の流通・販売に関する研修
④農業用機械等の運行管理研修
⑤農地の確保に関する研修
⑥地域住民との人間関係の形成のための研修
⑦その他研修生の自立に必要と認められる研修
■研修期間　１年更新（最長３年間）
■定　　員

果樹栽培を希望する者を中心に概ね５名以内。
■支援内容

研修期間中の研修手当として１ヶ月あたり５０，
０００円以内を支給します。
■応募方法等

産業振興課（果樹農林担当）に備えてある募集
要項に必要事項を記入のうえ応募ください。
◆お問い合わせ先

産業振興課　果樹農林担当
☎３２‐５０９２

農
業
者
・
食
品
企
業
者
の
経
営
者

の
た
め
の
「
移
動
相
談
窓
口
」
を

開
催

環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動

を
支
援
し
ま
す
！
　
～
環
境
保
全

型
農
業
直
接
支
援
対
策
～

12平成23年5月
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植
木
管
理
の
基
本
知
識
、
道
具
の
使
い

方
、
樹
木
の
病
害
虫
防
除
と
安
全
管
理
、

整
枝
、
剪
定
の
方
法
を
習
得
し
、
さ
ら
に

緑
地
管
理
に
必
要
な
機
械
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
30
日
（
月
）
～
６
月
９
日
（
木
）

※
期
間
の
８
日
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

①
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
方
を
対

象②
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す
。

■
受
講
料
　
無
料

■
定
　
員
　
20
名
（
定
員
が
上
回
る
場
合

に
は
、
書
類
選
考
に
て
決
定
し
、
合
否
通

知
は
郵
送
に
て
連
絡
し
ま
す
。）

■
締
切
日
　
５
月
20
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

(社)
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

(社)
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
塩
山
事
務
所
　
☎
32
‐
４
１
１
０

襖
、
障
子
の
張
替
え
、
ガ
ラ
ス
や
網
戸

サ
ッ
シ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
水
廻
り
の
清

掃
等
の
基
本
と
効
率
的
な
作
業
の
方
法
を

講
義
と
実
技
で
習
得
し
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
31
日
（
火
）
～
６
月
10
日
（
金
）

※
土
、
日
、
月
を
除
く
８
日
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
　
所

御
坂
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

①
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
方
を
対

象②
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す
。

■
受
講
料
　
無
料

■
定
　
員
　
20
名
（
定
員
が
上
回
る
場
合

に
は
、
書
類
選
考
に
て
決
定
し
、
合
否
通

知
は
郵
送
に
て
連
絡
し
ま
す
。）

■
締
切
日
　
５
月
20
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

(社)
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

果
樹
産
地
で
、
果
樹
栽
培
の
基
本
技
術

を
講
義
と
実
習
を
と
お
し
て
習
得
し
、
果

樹
生
産
地
域
で
就
業
・
就
職
を
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
17
日
（
火
）
～
６
月
15
日
（
水
）

※
期
間
の
７
日
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　

■
場
　
所

山
梨
県
果
樹
園
芸
会
（
山
梨
市
江
曽
原
）

と
甲
州
市
、
山
梨
市
の
各
農
園

■
対
象
者

①
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
方
を
対

象②
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す
。

■
受
講
料
　
無
料

■
定
　
員
　
20
名
（
定
員
が
上
回
る
場
合

に
は
、
書
類
選
考
に
て
決
定
し
、
合
否
通

知
は
郵
送
に
て
連
絡
し
ま
す
。）

■
締
切
日
　
５
月
９
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

(社)
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

(社)
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
塩
山
事
務
所
　
☎
32
‐
４
１
１
０

市
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
事

業
の
実
施
に
当
た
り
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
を
甲
州
市
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た

新
た
な
担
い
手
と
し
て
育
成
す
る
役
割
を

担
う
支
援
機
関
を
新
規
に
募
集
し
ま
す
。

■
締
切
日

５
月
11
日
（
水
）
※
応
募
書
類
必
着

■
応
募
資
格

募
集
す
る
支
援
機
関
は
、
次
の
要
件
の

全
て
を
満
た
す
団
体

・
市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
し
、
農
業

を
営
ん
で
い
る
農
業
関
係
団
体

・
市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

■
支
援
機
関
の
業
務

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
募
集
・
選
考

②
地
域
お
こ
し
・
農
業
活
動
等
へ
の
指

導
・
支
援
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
生

活
支
援
な
ど

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
育
成
に
必
要

な
経
費
を
委
託
料
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

甲
州
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
支

援
機
関
を
募
集
し
ま
す
！

植
木
と
緑
地
管
理
技
能
講
習
会

一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
能
講

習
会

果
樹
栽
培
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
会

ＪＡフルーツ山梨

食農教育用補助教材
を贈呈

ＪＡフルーツ山梨は４月２１日、東雲
小学校５年生に食農教育用補助教材を贈
呈しました。「農業とわたしたちのくらし」
と「みんなの大地・森・海のめぐみ」の
２冊の教材には、毎日の食事に使われて
いる野菜などが、どのようにして作られ
ているのか？を写真やイラストを使い紹
介されています。

なお、この教材は市内小学５年生３２
９名に贈られ、社会や家庭科、総合学習
などの授業で役立てられます。

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
の
中
山
組

合
長
か
ら
児
童
へ
教
材
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

13 広報こうしゅう
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各
地
区
を
巡
回
す
る
検
診
車
で
の
集
団

検
診
を
次
の
日
程
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所
・
内
容

６
月
８
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

大
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
40
歳
以
上
）

６
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

大
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
40
歳
以
上
）

視
触
診
と
超
音
波
検
査
（
20
歳
～
39
歳)

※
原
則
と
し
て
、
39
歳
以
下
は
、
医
師
の

視
触
診
と
乳
房
超
音
波
検
査
で
す
。
40
歳

以
上
は
、
医
師
の
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
で
す
。

■
申
込
方
法

健
康
増
進
課
、
ま
た
は
大
和
地
域
総
合

局
の
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
期
間
は
検
診
日
の
前
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
完
全
予
約
制
の
た
め
、
検

診
日
当
日
の
申
込
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

受
診
票
と
自
己
負
担
金
（
８
０
０
円
）

■
定
　
員
　
１
回

25
名
（
先
着
順
）

※
そ
の
他
の
地
域
で
も
、
９
月
以
降
に
検

診
車
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
「
こ
う
し
ゅ
う
」

９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
・
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

■
対
　
象

甲
州
市
に
住
民
票
が
あ
る
原
則
40
歳
以

上
の
女
性
の
方
（
20
歳
～
39
歳
の
方
で
も

申
し
出
に
よ
り
受
診
可
能
）

■
実
施
医
療
機
関

塩
山
市
民
病
院
、
勝
沼
病
院
、
山
梨
厚

生
病
院
、
加
納
岩
総
合
病
院

■
内
　
容

原
則
と
し
て
、
39
歳
以
下
の
方
は
医
師

の
視
触
診
と
乳
房
超
音
波
検
査
で
す
。
40

歳
以
上
の
方
は
医
師
の
視
触
診
と
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
で
す
。

■
自
己
負
担
金
　
　
　
　
　
　
８
０
０
円

※
実
際
に
か
か
る
費
用
　
６，

８
２
５
円

※
市
が
負
担
す
る
費
用
　
６，

０
２
５
円

■
申
込
期
間

平
成
24
年
３
月
30
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
方
法

健
康
増
進
課
、
ま
た
は
勝
沼
・
大
和
地

域
総
合
局
の
窓
口
で
受
診
票
を
発
行
し
ま

す
。
な
お
、
実
施
医
療
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
・
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

■
対
　
象

甲
州
市
に
住
民
票
が
あ
る
原
則
20
歳
以

上
の
女
性
の
方

■
実
施
医
療
機
関

山
梨
県
内
の
指
定
医
療
機
関

■
内
　
容

子
宮
頸
部
が
ん
検
診(

受
診
票
で
の
検
診

は
頸
部
が
ん
検
診
の
み
が
対
象
に
な
り
ま

す)

。
ま
た
、
体
部
が
ん
検
診
は
、
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
。

■
自
己
負
担
金
　
　
　
　
１，

１
０
０
円

※
実
際
に
か
か
る
費
用
　
７，

２
２
０
円

※
市
が
負
担
す
る
費
用
　
６，

１
２
０
円

★
申
込
期
間

平
成
24
年
３
月
30
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
方
法

健
康
増
進
課
、
ま
た
は
勝
沼
・
大
和
地

域
総
合
局
の
窓
口
で
受
診
票
を
発
行
し
ま

す
。
山
梨
県
内
の
指
定
医
療
機
関
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
・
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

完
全
予
約
制

検
診
車
に
よ
る
乳
が
ん
検
診

子
宮(

頸
部)

が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

4月1日から拡大されました

コウノトリ夢実現助成事業
甲州市では少子化対策の一環として進めて来た

不妊治療助成事業の支援内容を、４月１日より次
の内容に拡大しました。

◆お問い合わせ先
健康増進課　健康づくり担当
☎３３‐７８１２（直通）

○不妊治療費の自己負担の１／２を、１５万円
を上限に助成します。１年度中に３回、最初
に助成を受けた年度から起算して５年度の間
に通算して６回を助成

○経過措置者（平成２２年度以前に助成）につ
いては、平成２５年３月３１日までの間に限
り、１年度中に３回、かつ通算６回から旧事
業で受けた回数を減じた回数を助成

○申請は医師の証明する治療期間が終了した日
から１年以内に行ってください。

※その他、不明な点は下記までお問い合わせく
ださい。

14平成23年5月
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■
対
　
象

甲
州
市
に
住
民
票
が
あ
る
原
則
20
歳
以

上
の
方

★
実
施
医
療
機
関

山
梨
県
歯
科
医
師
会
加
入
の
医
療
機
関

■
内
容

現
存
歯
、
消
失
歯
、
歯
肉
の
状
態

■
自
己
負
担
金
　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

※
実
際
に
か
か
る
費
用
　
４，

２
２
７
円

※
市
が
負
担
す
る
費
用
　
３，

６
２
７
円

★
申
込
期
間

平
成
24
年
３
月
30
日
（
金
）
ま
で

★
申
込
方
法

健
康
増
進
課
、
ま
た
は
勝
沼
・
大
和
地

域
総
合
局
の
窓
口
で
受
診
票
を
発
行
し
ま

す
。
山
梨
県
歯
科
医
師
会
加
入
の
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
・
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

■
対
象
者

生
後
３
ヶ
月
～
７
歳
６
ヶ
月
未
満

■
日
時
・
場
所

５
月
12
日
（
木
）

受
付
時
間

午
後
１
時
～
１
時
30
分

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
月
24
日
（
火
）

受
付
時
間

午
後
１
時
～
１
時
30
分

勝
沼
ふ
れ
あ
い
保
健
セ
ン
タ
ー

５
月
31
日
（
火
）

受
付
時
間

午
後
１
時
～
１
時
30
分

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
接
種
種
別
　
ポ
リ
オ

■
期
　
　
別
　
１
回
目
、
２
回
目

■
対
象
地
区

全
市
（
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
す
）

■
接
種
時
の
注
意
事
項

・
前
夜
の
体
温
を
必
ず
測
り
ま
し
ょ
う
。

・
お
子
さ
ん
の
体
調
が
良
い
時
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

・
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
の
冊
子

を
よ
く
読
ん
で
理
解
し
て
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
下
痢
を
し
て
い
る
場
合
は
接
種
の
延
期

を
し
ま
し
ょ
う
。

■
そ
の
他

後
期
日
程
は
９
月
に
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
広
報
「
こ
う
し
ゅ
う
」
９
月
号
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
・
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

歯
周
疾
患
検
診

平
成
23
年
度

乳
幼
児
集
団
予
防
接
種
（
ポ
リ

オ
）
・
前
期
日
程

甲州市国民健康保険　

人間ドック健診

対象年齢がひろがりました！
毎年受けられるようになりました！

■対　象
甲州市国民健康保険加入者で、昭和１２年4月1

日から昭和５２年３月３１日生まれの方（平成２
３年度中に３５歳から７４歳を迎える方）
※ただし、次の方は受診できません。
・総合健診を受診した（する）方
・個別医療機関健診を受診した（する）方
■実施医療機関

塩山市民病院、勝沼病院、山梨厚生病院
加納岩総合病院、ＪＡ山梨厚生連

■内　容
一般検査(身体測定・血圧等)、尿検査、便検査、

血液検査、心電図、胸部レントゲン、胃内視鏡(又
はレントゲン)、耳鼻科、超音波検査、眼科(眼底・
眼圧・視力)
※女性のみ：乳がん検診、子宮頸がん検診
■自己負担金

１人につき２０，０００円を市から補助し、実
際にかかった費用から２０，０００円を引いた金
額が自己負担金となります。（個人負担金は受診す
る医療機関にお支払いください。）
■定　員　８００名（先着順）
■申込期間

５月１１日（水）～平成２４年２月２４日（金）
■申込方法

健康増進課、または勝沼・大和地域総合局の窓
口で受診票を発行します。発行後に各自で希望す
る医療機関へ受診日を予約してください。
■持ち物

健康保険証　　　
※必ず持参してください。
■受診期間

５月１１日（水）～平成２４年２月２９日（水）
◆お問い合わせ先

健康増進課　医療対策室　健康企画・医療担当　　
☎３２‐５０１４
勝沼地域総合局　市民福祉課
☎４４‐１１１１
大和地域総合局　市民福祉課
☎４８‐２１１１
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四
季
折
々
に
大
菩
薩
が
創
り
だ
す
癒
し

の
空
間
を
、
観
光
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
歩
き
、

大
自
然
と
一
体
と
な
れ
る
「
日
本
百
名
山

大
菩
薩
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
新
緑
編
）
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
期
　
日

５
月
18
日
（
水
）
　
※
雨
天
中
止
　

■
集
合
場
所

上
日
川
峠
（
ロ
ッ
ヂ
長
兵
衛
）

午
前
９
時
集
合

※
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
Ｊ
Ｒ
塩
山

駅
北
口
に
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。

■
コ
ー
ス
及
び
定
員

①
大
菩
薩
峠
コ
ー
ス

50
名
（
初
心
者
向
き
）

②
石
丸
峠
コ
ー
ス

50
名
（
中
級
者
向
き
）

③
丸
川
峠
コ
ー
ス

15
名
（
健
脚
者
向
き
）

■
参
加
料
（
当
日
徴
収
）

５
０
０
円
（
保
険
料
、
入
浴
料
な
ど
）

■
送
迎
料
（
当
日
徴
収
）

２，

０
０
０
円

※
帰
り
は
大
菩
薩
の
湯
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
み

電
話
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
集
合
場
所
、
コ
ー
ス
、
宿
泊

の
有
無
を
記
載
の
う
え
、
甲
州
市
観
光
協

会
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内
）
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日
　

５
月
６
日
（
金
）
必
着

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
観
光
協
会

事
務
局
（
観
光
交
流
課
）

☎
32
‐
２
１
１
１

FAX
32
‐
５
１
７
４

メ
ー
ル

ka
n
kou

@
city.kosh

u
.lg

.jp

甲
州
市
文
化
協
会
、
山
野
草
・
小
物
盆

栽
部
に
よ
る
展
示
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
１
年
、
部
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

品
々
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
13
日
（
金
）
～
15
日
（
日
）

13
日
　
正
午
～
午
後
５
時

14
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

15
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
そ
の
他

先
着
１
０
０
名
様
に
山
野
草
・
鉢
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
部
員
募
集
中
）

■
主
　
催

甲
州
市
文
化
協
会
山
野
草
・
小
物
盆
栽
部

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
文
化
協
会

山
野
草
・
小
物
盆
栽
部
（
広
瀬
）

☎
０
９
０
‐
４
８
４
３
‐
７
７
８
０

■
日
　
時

５
月
13
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

■
場
　
所
　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
内
　
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

■
対
　
象

２
ヶ
月
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と

保
護
者

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
７
２
３

■
日
　
時

５
月
20
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

■
場
　
所
　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

工
作
あ
そ
び

テ
ー
マ
「
新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ
う
」
※
予
定

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
保

護
者

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
上
ば
き

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
９
０
０

■
日
　
時

５
月
27
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

■
場
　
所
　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

■
対
　
象

２
ヶ
月
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と

保
護
者

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
８
０
０

参
加
者
募
集

大
菩
薩
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

新
緑
編

山
野
草
・
小
物
盆
栽
・
水
石
の
展

示
会

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

親
子
あ
そ
び

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

親
子
あ
そ
び

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

親
子
あ
そ
び5月2日（月）～

6月6日（月）

文化協会書道部による作品を
展示いたします。

※展示内容・期間につきまし

ては、変更になる場合もあり

ます。◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー
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informationinformationinformationinformationinformation
企
画
展
「
舞
い
お
り
た
花
」

■
期
　
間
　
　
５
月
30
日
（
月
）
ま
で

歴
史
の
な
か
で
、
身
近
に
描
か
れ
た
花

の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。
甲
斐
国
分
寺
跡

や
寺
本
廃
寺
の
瓦
、
着
物
の
染
め
型
紙
な

ど
、
美
し
い
花
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｇ
Ｗ
は
ど
ぐ
う
つ
く
り
！

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
土
偶
つ
く
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時

５
月
１
日
（
日
）
・
３
日
（
火
）

４
日
（
水
）
・
５
日
（
木
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～

午
後
の
部
　
午
後
２
時
～

■
参
加
費
　
２
０
０
円

■
定
　
員
　
各
回
20
名

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

て
く
て
く
歩
い
て
身
近
を
知
ろ
う

す
が
す
が
し
い
季
節
に
、
中
世
の
史
跡
を

め
ぐ
り
ま
せ
ん
か
。
勝
沼
氏
館
跡
、
岩
崎
氏

館
跡
、
大
善
寺
を
め
ぐ
り
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
　

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員
　
15
名

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

お
弁
当
、
水
筒
、
シ
ー
ト
、
帽
子
、
タ

オ
ル
な
ど
。
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提
示
で
、

本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り
ま

す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年

会
費
１
０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し

く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
回
の
企
画
展
は
、

奥
野
田
地
区
「
熊
野
、
西
広
門
田
、
西
野
原
、

牛
奥
」
に
あ
る
文
化
財
を
写
真
パ
ネ
ル
に
て

展
示
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

■
期
　
間

５
月
19
日
（
木
）
～
７
月
21
日
（
木
）

■
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
は
月
曜
日
で
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、
ご
自
宅
に
あ

る
古
文
書
の
保
存
や
活
用
に
つ
い
て
、
担

当
職
員
が
相
談
に
応
じ
る
出
張
古
文
書
相

談
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
相
談
内
容

古
文
書
の
読
み
方
・
古
文
書
の
整
理
方

法

・
古
文
書
の
保
存
方
法
な
ど

※
古
文
書
な
ど
全
文
の
解
読
筆
写
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。
　

※
資
料
の
価
格
評
価
お
よ
び
鑑
定
の
ご
相

談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
懸
賞
や
宿
題
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
保
存
状
態
が
悪
い
古
文
書
に
つ
い
て
は
、

資
料
保
存
の
観
点
か
ら
実
物
の
ご
持
参
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
は
、
古
文

書
を
撮
影
し
た
写
真
な
ど
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
即
日
の
回
答
が
で

き
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
課
資
料
情
報
担
当

☎
０
５
５
‐
２
６
１
‐
２
６
３
１

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

歴
史
民
俗
資
料
室

第
75
回
企
画
展
「
甲
州
市
の
文
化

財

塩
山
地
域
３
」
を
開
催

●
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
●

■
開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日

火
曜
・
祝
日
の
翌
日
（
土
日
除
く
）

■
入
館
料

一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

☎
47
‐
３
３
３
３

山
梨
県
立
博
物
館
主
催

出
張
古
文
書
相
談
日

山梨百名山へ登ってみませんか？
小楢山～大沢山

甲州市トレッキング教室
■期　日　5月22日（日）
■場　所　山梨百名山「小楢山」

標高１．７１３ｍ
■集　合　

午前７時３０分までに塩山体育館に集合してく
ださい。
※解散　午後４時予定
■持ち物　雨具・水分・昼食
■締切日　５月１８日(水)
◆申し込み・お問い合わせ先

生涯学習課
スポーツ振興担当
☎３２‐５０９８　
FAX３２‐５１７２

17 広報こうしゅう



informationinformationinformationinformationinformation
時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

５
月
11
日
、
18
日
、
25
日
、

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

５
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性) 

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

５
月
25
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
５
月

20
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

■
日
　
時
　
５
月
10
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
　

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

会
議
室

■
内
　
容

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

■
対
　
象

会
員
、
興
味
の
あ
る
方
、
介
護
に
携
わ

っ
て
い
る
方
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
　
高
齢
者
支
援
担
当
）

☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
最
近
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
も
の
忘

れ
に
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
困
っ
て

い
る
」
等
、
お
悩
み
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
　
時

５
月
27
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
５
月

25
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
　
高
齢
者
支
援
担
当
）

☎
32
‐
５
６
０
０

■
日
　
時

５
月
27
日
（
金
）、
６
月
３
日
（
金
）

１
部

午
後
２
時
～
　
２
部

午
後
７
時
～

■
場
　
所
　
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
受
講
料
　
無
料

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
　
花
鳥
風
月

☎
47
‐
３
７
０
７

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

も
の
忘
れ
相
談

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
にＣ段丹映子・「週間長野」

掲載・無断転載禁止

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
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informationinformationinformationinformationinformation
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
々
が
総
務

大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

・
中
村
　
　
猛
（
上
於
曽
）

・
三
澤
　
　
均
（
上
岩
崎
）

・
手
塚
か
よ
子
（
初
鹿
野
）

■
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委
員
法

に
基
づ
い
て
、
総
務
大
臣
が
民
間
の
有
職

者
に
行
政
相
談
の
受
付
け
等
の
業
務
を
委

嘱
し
、
地
域
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
行

政
相
談
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

合
同
相
談
所
を
本
庁
舎
第
１
会
議
室
で
毎

月
１
回
開
設
し
、
行
政
相
談
・
人
権
擁

護
・
心
配
ご
と
相
談
・
家
庭
相
談
等
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
勝
沼
、
大
和
地

域
で
は
行
政
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
相
談
日
は
広
報
の
「
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
々
が
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

・
田
邉
　
紀
俊
（
下
於
曽
）

・
土
屋
　
英
文
（
三
日
市
場
）

・
前
田
　
芳
博
（
下
岩
崎
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

甲
州
市
結
婚
相
談
所
で
は
、
毎
月
２
回
結

婚
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
知
り
合
う
機

会
が
な
い
、
良
い
出
会
い
が
な
い
」
な
ど
と

悩
ん
で
い
る
方
、
ぜ
ひ
、
一
度
お
越
し
く
だ

さ
い
。
私
達
が
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

■
塩
山
地
区

保
坂
　
勇
一
（
牛
奥
）

小
野
　
好
美
（
熊
野)

矢
崎
恵
美
子
（
上
小
田
原)

橋
爪
　
一
美
（
藤
木
）

田
邉
　
武
士
（
上
萩
原
）

岡
　
　
富
夫
（
中
萩
原)

矢
﨑
　
公
子
（
下
萩
原)

廣
瀬
　
君
子
（
下
塩
後
）

根
岸
　
詩
子
（
上
於
曽
）

山
田
な
ほ
み
　(

下
於
曽)

澤
登
　
代
六
（
竹
森)

萩
原
ひ
ろ
子
（
竹
　
森)

飯
島
　
信
盛
（
上
井
尻
）

■
勝
沼
地
区

長
田
さ
と
子
（
勝
　
沼
）

渡
邉
　
芳
子
（
下
岩
崎
）

大
間
　
竹
子
（
休
　
息
）

三
森
　
靜
子
（
菱
　
山
）

■
大
和
地
区

古
屋
　
親
子
（
初
鹿
野
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
結
婚
相
談
所
　
事
務
局

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

無料法律相談
■日　時　5月16日（月）

午後１時３０分～午後４時３０分

■場　所　市役所本庁舎 ２階 第３会議室

■対　象　市内在住者　

■定　員　６名（相談者１人につき３０分）

※この無料法律相談は完全予約制です。５月６

日（休祭日を除く）から予約を受け付けます。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課 市民生活担当 ☎３２‐５０６８

無料消費生活相談
市では、専門家による多重債務など、消費生

活に関する無料相談を開設します。

■日　時　5月20日（金）

午前の部　午前９時～正午

午後の部　午後１時～４時

■場　所　市役所本庁舎 １階 市民相談室

■対　象　市内在住者　

■内　容

消費生活関連　架空請求、訪問販売、レンタ

ル・リース契約等に関する消費者保護手続、サ

ラ金、多重債務など

■定　員　１２名（相談者１人につき３０分）

※この無料消費生活相談は完全予約制です。５

月９日から１８日（休日を除く）まで予約を受

け付けます。限られた時間ですので、相談する

事項をよく整理し、関係書類等をお持ちくださ

い。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課 市民生活担当 ☎３２‐５０６８

６月１日は「人権擁護委員の日」です
特設人権相談所開設

■日　時　6月１日（水）
午前１０時～午後３時

■場　所

恩賜林記念館 ２階 和室

勝沼防災センター ２階 Ａ会議室

（勝沼庁舎敷地内)

大和ふるさと会館 ２階 研修室３

（大和庁舎敷地内)

■対　象　市内在住者　

■相談員　人権擁護委員

■内　容

いじめ、親族間トラブル、差別、配偶者から

の暴力、児童虐待、ストーカーなど人権に関わ

る相談など

※相談は無料で秘密は固く守られます。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課 市民生活担当 ☎３２‐５０６８

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

結
婚
相
談
は
毎
月
行
っ
て
い
ま

す
！
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売りたい・貸したい空き家はありませんか？

甲州市空き家情報バンク制度をご利用ください！
市では、市内にある空き家の有効活用をすることにより、市民と都市住民との交流の拡大を図り、ま

た定住促進による地域の活性化を図ることを目的に、「甲州市空き家情報バンク制度」を行っています。
物件紹介から利用者決定までは下記の図のとおりです。賃貸・売却どちらでも結構ですので、市内に空
き家をお持ちの方は是非物件登録をお願いします。

◆お問い合わせ先　観光交流課　企画・宣伝担当　☎３２‐５０９１　FAX３２‐５１７４

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無

料
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
診
断
の
結

果
に
よ
り
、
耐
震
化
の
た
め
の
補
助
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
甲
州
市
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
】

■
診
断
費
用
　
無
料

◆
申
込
戸
数
　
20
戸

【
耐
震
改
修
工
事
】

■
補
助
の
対
象
工
事

耐
震
診
断
の
総
合
評
点
が
0.7
未
満
と
診

断
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
、
総
合
評
点
1.0
以

上
に
改
修
す
る
工
事
で
す
。

■
補
助
金
額

改
修
工
事
費
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助

し
、
60
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

【
耐
震
性
向
上
型
改
修
工
事
】

■
補
助
の
対
象
工
事

・
高
齢
者
等
世
帯
（
65
歳
以
上
の
方
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
）
の
住
宅
を
改
修
す
る
工
事

・
昭
和
45
年
12
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
木
造
住
宅

■
補
助
金
額

改
修
工
事
費
の
３
分
の
２
以
内
を
補
助

し
、
80
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

【
耐
震
化
建
替
工
事
】

■
補
助
の
対
象
工
事
・
補
助
金
の
対
象
経
費

耐
震
診
断
の
総
合
評
点
が
0.7
未
満
（
倒
壊

の
恐
れ
有
り
）
と
診
断
さ
れ
た
既
存
の
木
造

住
宅
を
解
体
し
、
甲
州
市
内
に
新
た
に
住
宅

を
建
築
す
る
工
事
を
対
象
と
し
ま
す
。

◆
事
業
の
実
施
期
間

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
（
新
築
お
よ

び
解
体
が
平
成
24
年
２
月
中
に
完
了
予
定

の
も
の
）

【
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事
】

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と
は
、
居
間
や
寝
室

な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
に

よ
り
住
宅
全
体
が
倒
壊
し
て
も
、
生
命
を

守
る
た
め
の
安
全
な
空
間
を
確
保
す
る
た

め
の
装
置
を
い
い
ま
す
。

◆
事
業
の
実
施
期
間

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

※
な
お
、
申
し
込
み
戸
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
補
助
金
額
や
内
容
等
は
建
設

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
　
住
宅
・
建
築
担
当

☎
32
‐
５
０
７
１

地
震
に
備
え
、
対
策
を
！
！

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料
で

実
施
し
ま
す
！

大菩薩観光協会と甲州市観光協会は４月１５日、雲
峰寺で大菩薩峠の名を広めた中里介山の遺徳を偲ぶ
とともに、シーズン中の登山者の安全を祈願する

「介山祭」が行われました。

ま
ち
か
ど

フ
ォ
ト

informationinformationinformationinformationinformation
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ゴールデンウィークの
交通事故防止

「いつも通っている道」でも・・・
ゴールデンウイーク中は市外や県外からの観光

客が増え、交通事故の危険が高くなります。「慣
れた道」でも、交差点での出会い頭などはいつも
以上に注意を払って運転してください。

ゴールデンウイーク中は
どの道も混雑が予想されます。

気持ちと時間に余裕を持って
安全で楽しいお出かけ
◆道路交通情報のお問い合わせは

日本道路交通情報センター　
☎０５５‐２３２‐５０００

「義援金詐欺」にご注意！
３月１１日に発生した「東北地方太平洋沖地震」

被災者への義援金を名目とした詐欺事件が全国で発
生しています。
■被害にあわないためのポイント
◎公共機関・団体が個別に振り込みを求めることは
通常ありません。
◎すぐに振り込んだりせず、電話帳などで調べた電
話番号に電話をする等の確認をしましょう。

春山シーズン到来

安全で楽しい
登山をするために・・
４月から６月の春山シーズンには県内外から

数多くの登山者が訪れることが予想されます。
それに伴い、山岳遭難の発生も懸念されます。
登山をなさる方は事前の準備や登山中の危険防
止に十分注意を払うことが必要です。
★経験や体力に応じた山を選びましょう
★無理のない日程を組みましょう
★できるだけ単独登山は避けてください
★無理だと思った時には「引き返す勇気」を！
◎万が一の捜索や救助活動に備え、入山の１０
日位前を目途に管轄警察署に「登山計画書」を
提出してください。

不動産無料相談
■日　時　5月19日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。

◎社会福祉協議会へ
・宮原　保彦さん　　(上萩原)

児童扶養手当
支給額が変わります

物価スライド制導入により、平成２３年４月受
給分より児童扶養手当の支給額が改正されます。

旧　全部支給　４１，７２０円
一部支給　４１，７１０円～９，８５０円

新　全部支給　４１，５５０円
一部支給　４１，５４０円～９，８１０円

◆お問い合わせ先
子育て対策課
☎３２‐５０８１

県立産業技術短期大学校

能力開発講座
６月のお知らせ

■講座内容■
・観光業のための中国語２
・ワード基礎（第１回)
・ワード応用（第１回)

◆申し込み・お問い合わせ先
山梨県立産業技術短期大学校

☎３２‐５２０２

informationinformationinformationinformationinformation

21 広報こうしゅう



有料広告
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勝沼図書館
臨時休館のお知らせ

６月１日（水）から１１日（土）まで、蔵書

点検作業のため休館させていただきます。

塩山図書館おはなし会
「お父さんのおはなし会」

●日時　5月15日（日）午前10時30分～

●場所　甘草屋敷子ども図書館

●内容　お父さんによる絵本の読み聞かせ

塩山図書館
蔵書点検終了のお知らせ

休館中はご不便をおかけしましたが、ご理解

とご協力ありがとうございました。期間中、資

料の確認作業や書架スペースの調整・資料の移

動などの作業を行いました。詳しい移動の内容

は館内にてお知らせしてあります。

図書館の資料は大切な財産です。より多くの

方が利用できるよう、ルールを守って皆で気持

ちよく使っていきましょう。

●塩山図書館蔵書数（Ｈ２２.３.３１現在）

※図書資料及びAV資料数合計

塩山図書館

１０８,１８２点　　　　

甘草屋敷子ども図書館　　　

５,７４１点

●我が青春と太平洋戦争●　　　雨宮徳造

・戦争体験記

●仏教の名言１００●　　　　　綾瀬凛太郎

・日本仏教の名言集（学研パブリッシング）

●禅の名言１００● 綾瀬凛太郎

・禅の言葉を紹介（学研パブリッシング）

●ポスト構造改革の経済思想●　石水　勉

・政治経済学の本（新評論）

●匠　総会１００回記念誌●　　塩山建設組合

・建設組合の記念誌

●小口清一作品集●　　　　　　　　小口清一

・油絵の作品集

●初代都太夫一中の浄瑠璃●　　　　小俣喜久雄

・浄瑠璃の一流派を気づいた初代都太夫一中につ

いて（新典社）

●お気楽道楽ていたらくのススメ●　髙橋文子

・骨董巡りエッセイ（文芸社）

●私の骨董一口話●　　髙橋文子

・骨董のある楽しさを描いたエッセイ（新風舎）

●女二十九歳、とつぜん骨董にハマる● 髙橋文子

・「私の骨董一口話」の加筆改題

（ソニー・マガジンズ ）

●軍隊死活６年間の思い出●　　　　曽根正之

・戦争体験記

寄贈本の紹介 ～その１～

寄贈していただいた市内在住の方の著書をご紹
介します。各図書館にて所蔵がありますのでご
利用ください。※著者名５０音順掲載

★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/
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◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

１歳の誕生日おめでとう！ま
さに「立てば芍薬座れば牡丹歩
く姿はゆりの花」。目に入れても
痛くなーい！！

父・達也さん、母・里重さん
（上井尻）

もうすぐ５ヵ月だね♡兄に
負けないくらいの笑顔とヤン
チャを発揮してね。

父・英夫さん、母・須美さん
（上井尻）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。
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２才おめでとう！！これか
らもニコニコ優しい女の子で
いてね。

父・高治さん、母・好志美さん
（上井尻）

おじいちゃん、おばあちゃん、
お父さん、お母さん、みんなで拓
豊の誕生を待ってたよ。これから
も元気ですくすく大きくなってね。

父・久さん、母・早智子さん
（小屋敷）

５月で３歳になった和樹。ただ今反
抗期です。少しづつ一緒に成長してい
こうね。パパもママも和樹が大好きで
す。生まれてきてくれてありがとう。

父・雄二さん、母・美枝さん
（上於曽）

お兄ちゃん達のまねがとてもじょ
うず。いろんなこと覚えて、早く一
緒に遊べるようになるといいね。み
んなゆきのことが大好きです。

父・宣寿さん、母・和美さん
（休息）

依田
よだ

和樹
かずき

くん

(３歳)

神澤
かんざわ

皇碧
きみあ

くん

(４ヶ月)

浜本
はまもと

優華
ゆうか

ちゃん

(２歳)

小島
こじま

鼓子
ここ

ちゃん

(１歳)

岩佐
いわさ

幸延
ゆきなが

くん

(１歳)

荻原
おぎはら

拓豊
たくと

くん

(９ヶ月)


